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謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
心
よ
り
新
年
の
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中

は
、
私
ど
も
美
容
組
合
の
運

営
、
事
業
の
推
進
に
対
し
多

大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
21
世
紀
の
美
容

界
に
生
き
る
私
た
ち
と
し

て
〝
新
し
い
調
和
の
取
れ
た

美
容
文
化
の
創
造
〞
の
為
に
、

「
技
術
と
経
営
」
は
勿
論
「
労

働
環
境
の
整
備
」更
に
は「
人

間
教
育
」（
心
）
に
力
を
入
れ
、

魅
力
的
な
美
容
業
に
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

美
容
師
一
人
ひ
と
り
が
一
社

会
人
と
し
て
品
格
の
あ
る
組

合
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
は
引
き
続

き
、
組
織
拡
充
を
重
点
に
置

い
て
、
雇
用
促
進
、
Ｉ
Ｔ
化

推
進
、
東
美
ダ
イ
レ
ク
ト
便

の
更
な
る
活
用
を
目
指
し
つ

つ
、
サ
ロ
ン
経
営
の
サ
ポ
ー

ト
、
そ
の
為
の
調
査
、
あ
る

い
は
融
資
の
相
談
、
振
興
計

画
の
推
進
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
教
育
面
で
は
、
ガ

ラ
・
ド
・
ラ
・
コ
ワ
フ
ー
ル

を
は
じ
め
、
各
技
術
セ
ミ
ナ

ー
、
人
材
教
育
、
社
内
検
定

制
度
、
評
価
認
定
制
度
の
活

用
等
の
ほ
か
、
東
京
美
容
家

集
団
、
東
京
認
定
美
容
師
会

が
行
う
事
業
に
も
協
力
し
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。「
ハ
ー
ト

フ
ル
美
容
師
」
も
、
関
係
先

と
も
連
携
し
更
に
充
実
す
る

よ
う
要
望
し
て
い
く
所
存
で

す
。技

術
者
の
育
成
は
将
来
の

美
容
業
を
左
右
す
る
大
切
な

施
策
で
す
。
昨
年
、
石
川
県

で
開
催
さ
れ
た
「
第
37
回
全

日
本
美
容
技
術
選
手
権
大

会
」
に
は
、
東
京
代
表
と
し

て
10
名
の
選
手
が
出
場
し
、

優
勝
な
ど
８
名
が
入
賞
し
て

教
育
事
業
面
で
大
き
な
成
果

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
彼
ら
が
世
界
に
向
け
て

更
な
る
精
進
を
重
ね
て
立
派

な
技
術
者
に
育
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

選
手
は
じ
め
関
係
各
位
に
は

改
め
て
お
祝
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
組
合
を
代
表
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、

２
０
１
０
年
が
皆
様
に
と
っ

て
、
健
康
で
光
に
満
ち
溢
れ

る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
し
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
の
美
容
業
に
携
わ
っ

て
お
ら
れ
る
皆
様
な
ら
び
に

関
係
各
位
に
、
日
頃
か
ら
の

当
連
合
会
の
事
業
の
推
進
、

組
織
運
営
に
格
別
な
る
ご
高

配
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
に
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
、

ご
鞭
撻
下
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
美
容
業
の
置
か
れ

て
い
る
経
営
環
境
は
、
本
年

も
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
る

で
し
ょ
う
。

消
費
の
低
迷
に
よ
る
美
容

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
頻
度
の
低

下
、
さ
ら
に
我
が
国
の
小
売

業
の
安
売
り
競
争
の
激
化
が

波
及
し
た
か
の
よ
う
な
低
料

金
店
舗
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

我
々
の
業
界
は
、
大
変
苦
し

い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
総
選
挙
を

受
け
て
の
政
権
交
代
は
、
生

衛
関
係
の
予
算
、
規
制
改
革
、

そ
の
他
様
々
な
国
の
施
策
や

組
織
と
し
て
の
政
界
、
行
政

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
少

な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
必
至
で
す
が
、
先
行
き

は
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
困
難
な
状
況

に
は
あ
り
ま
す
が
、
美
容
業

は
国
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の

出
来
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
産
業
と
し
て
今
後
と
も

大
き
く
発
展
す
る
可
能
性
を

有
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た

め
に
は
、
公
衆
衛
生
の
向
上

に
努
め
、
安
心
・
安
全
を
基

本
と
し
て
利
用
者
の
信
頼
を

得
る
と
と
も
に
、
多
様
化
・

高
度
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
、
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
、
当
連
合
会
は
、
パ

ー
マ
ネ
ン
ト
の
拡
大
の
た
め

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
か
つ
て
は
美
容
業

に
お
け
る
最
も
重
要
な
施
術

種
目
で
あ
っ
た
パ
ー
マ
ネ
ン

ト
の
復
権
を
図
る
こ
と
に
よ

っ
て
付
加
価
値
を
高
め
、
業

の
振
興
と
発
展
に
結
び
付
け

る
た
め
、
各
技
術
団
体
、
メ

ー
カ
ー
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
等
、

全
美
容
業
界
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
需
要

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
連
合
会
で
実
施

し
て
い
る
エ
ス
テ
、
ネ
イ
ル
、

メ
イ
ク
の
評
価
認
定
制
度
は
、

美
容
業
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
確
信
し
て
お

り
、
こ
れ
が
推
進
や
業
の
振

興
に
結
び
付
け
る
諸
事
業
に

引
き
続
き
邁
進
す
る
所
存
で

あ
り
、
関
係
各
位
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
に
と
っ
て
本
年
が
実
り

多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ

て
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
も
今
年
で
十

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
か
つ

て
期
待
し
た
明
る
い
新
世
紀

と
は
い
さ
さ
か
様
相
が
異
な

り
、
経
済
の
先
行
き
は
混
沌

と
し
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の

極
め
て
困
難
な
事
態
に
も
直

面
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
東
京
の

人
口
は
千
三
百
万
人
の
大
台

を
超
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
家
に
匹
敵
す
る
大

都
市
東
京
は
、
長
い
歴
史
に

培
わ
れ
た
豊
穣
な
伝
統
文
化

や
最
も
著
名
な
食
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
も
世
界
一
と
認
め
る

食
文
化
、
世
界
に
誇
る
最
先

端
技
術
を
生
み
出
す
多
く
の

中
小
企
業
、
多
種
多
才
な
人

材
の
集
積
な
ど
多
く
の
特
長

を
有
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

大
都
市
で
あ
る
が
ゆ
え
の
膨

大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の

消
費
、
環
状
道
路
の
未
完
成

ゆ
え
の
交
通
渋
滞
が
も
た
ら

す
多
大
な
経
済
損
失
や
環
境

の
悪
化
、
悪
質
な
犯
罪
の
発

生
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
低

さ
や
高
齢
化
の
急
速
な
進
展

な
ど
様
々
な
課
題
が
先
鋭
的

に
現
れ
て
い
ま
す
。
新
政
権

の
下
で
は
、「
は
じ
め
に
言

葉
あ
り
き
」
の
柔
軟
性
・
機

動
性
を
欠
い
た
国
政
運
営
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
大
都

市
東
京
を
預
か
る
都
政
に
は

一
刻
の
遅
滞
も
許
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

一
昨
年
来
の
経
済
危
機
に

対
し
て
は
数
次
に
わ
た
り
補

正
予
算
を
編
成
す
る
と
と
も

に
、
二
十
一
年
度
予
算
で
の

対
応
に
よ
り
、
中
小
零
細
企

業
の
資
金
繰
り
を
支
え
、
離

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
や

厳
し
さ
の
増
す
学
生
の
就
職

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
、

発
生
の
前
か
ら
そ
の
危
機
を

予
見
し
、
機
動
的
な
対
策
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
を
美
し
く
安

全
で
住
み
ご
こ
ち
の
良
い
世

界
の
範
と
な
る
都
市
へ
と
成

熟
さ
せ
る「
十
年
後
の
東
京
」

計
画
も
着
実
に
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

三
環
状
道
路
の
整
備
で
は
、

本
年
三
月
に
は
中
央
環
状
新

宿
線
が
全
線
開
通
し
て
東
名

高
速
か
ら
東
北
道
・
常
磐
道

な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上

し
ま
す
。
羽
田
空
港
は
、
十

月
に
新
滑
走
路
が
完
成
し
発

着
枠
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
国
際
化
が
大
幅
に

進
展
し
ま
す
。
日
本
の
牽
引

役
で
あ
る
首
都
東
京
の
都
市

機
能
が
一
段
と
高
ま
り
、
我

が
国
経
済
の
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
す
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
先
進
的
な
環
境

政
策
を
一
段
と
加
速
さ
せ
ま

す
。
四
月
か
ら
世
界
初
の
都

市
型
キ
ャ
ッ
プ
ア
ン
ド
ト

レ
ー
ド
を
開
始
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
に
大
き
く
踏

み
出
し
ま
す
。
街
路
樹
の
倍

増
や
校
庭
の
芝
生
化
な
ど
も

進
め
、
日
本
と
世
界
の
環
境

政
策
を
リ
ー
ド
し
、
東
京
を

緑
溢
れ
る
環
境
先
進
都
市
へ

と
進
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
の
行
く
末
を
左
右
す

る
少
子
化
に
つ
い
て
も
、
社

会
全
体
で
出
産
を
喜
び
子
育

て
を
応
援
す
る
た
め
に
、
重

層
的
・
複
合
的
な
施
策
を
渾

身
の
力
で
展
開
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
の
持
つ
可
能
性
と
潜

在
力
を
信
じ
、
目
前
の
危
機

に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
将
来
を
見
据
え
た
政
策

を
強
力
に
展
開
し
、
日
本
と

世
界
の
未
来
を
東
京
の
手
で

切
り
拓
く
べ
く
、
全
力
で
都

政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

年
頭
所
感

東
京
都
知
事　
　
　
　
　
　
　

石
原
慎
太
郎

新
年
の
ご
挨
拶

東
京
都
美
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長　

渡
邉
志
雄

年
頭
の
ご
挨
拶

全
日
本
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会　

理
事
長　

三
根
卓
司
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長 

中　

村　

文　

雄

 

校　
　

長 

鈴　

木　

政　

信

〒
116-

0014　

東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里
五
―
一
七
―
一
二

 

〇
三
―
三
八
〇
三
―
六
六
九
六

学
校
法
人　

田
中
芸
術
学
園

東
京
美
容
専
門
学
校

 

理 

事 

長 

田　

中　

雅　

子

 

校　
　

長 

中

尾　
　

実

〒
161-

8557　

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
一
―
二
―
四

 

〇
三
―
三
三
六
〇
―
六
〇
六
一

学
校
法
人　

吉
川
学
園

タ
カ
ラ
美
容
専
門
学
校

 

理 

事 

長 

吉

川

秀

隆

 

校　
　

長 

吉

川

健

之

〒
107-

0052　

東
京
都
港
区
赤
坂
七
―
二
―
二
九

 

〇
三
―
三
四
〇
三
―
七
七
七
九

学
校
法
人
日
美
学
園

日
本
美
容
専
門
学
校

 

理 

事 

長 

網　

蔵　

卓　

爾

〒
169-

0075 　

東
京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
一
―
二
一
―
一
二

 

〇
三
―
三
二
〇
〇
―
〇
八
一
三

学
校
法
人　

山
野
学
苑

山
野
美
容
芸
術
短
期
大
学

厚
生
労
働
大
臣
指
定 

山
野
美
容
専
門
学
校

 

理 

事 

長 
 

学     

長 

山　

野　

正　

義

 

副 

学 

長 
 

校     

長 

山
野
愛
子
ジ
ェ
ー
ン

短　
　

大　

〒
192-

0396　

東
京
都
八
王
子
市
鑓
水
五
三
〇

 

〇
四
二
―
六
七
七
―
〇
一
一
一
㈹

専
門
学
校　

〒
151-

8539　

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
―
五
三
―
一

 

〇
三
―
三
三
七
九
―
〇
一
一
一
㈹

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
被
保
険

者
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に

は
本
組
合
の
事
業
運
営
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
医
療
保

険
制
度
は
国
民
皆
保
険
の
も

と
、
誰
も
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
医

療
制
度
の
構
築
と
、
質
の
高

い
保
健
医
療
水
準
の
達
成
に

よ
り
、
世
界
最
長
の
平
均
寿

命
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
高
齢
化
の

到
来
や
就
業
構
造
の
変
化
、

世
界
的
な
景
気
後
退
な
ど
が

相
ま
っ
て
、
今
日
、
財
政
運

営
は
厳
し
く
、
多
く
の
課
題

を
抱
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

従
来
政
府
は
、
逼
迫
す
る

医
療
費
を
抑
制
す
る
た
め
医

療
制
度
改
革
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
新
政
権
は
、

後
期
高
齢
者
制
度
を
廃
止
し
、

四
年
以
内
に
新
た
な
高
齢
者

医
療
制
度
を
確
立
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

当
組
合
は
被
保
険
者
の
負
託

に
応
え
る
処
理
体
制
の
構
築

を
図
る
た
め
、
昨
年
、
事
務

所
を
移
転
し
、
複
雑
多
様
化

す
る
事
務
処
理
に
適
切
に
対

応
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境

整
備
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
も
、
健
全
な
運
営
を

確
実
に
推
進
す
る
た
め
、
各

種
事
業
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

新
し
い
年
が
明
る
く
、
実

り
多
き
一
年
に
な
る
こ
と
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
並
び
に
関

係
各
位
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
新
た
な
る
抱
負
を
胸

に
平
成
22
年
のnew

 year

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。当

会
も
渡
邉
理
事
長
を
始

め
と
す
る
東
美
同
組
の
皆
様

方
の
ご
支
援
に
よ
り
、
各
種

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
当
会
は
恒

例
の
月
例
会
を
始
め
、
ヘ

ア
・
着
付
等
の
実
技
講
習
会

や
、
11
月
に
は
今
回
で
第
７

回
目
を
数
え
ま
す
Ｔ
Ｂ
ラ
イ

ン
『
Ｇ
♥
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
』
の
発

表
ス
テ
ー
ジ
を
行
い
、
多
く

の
会
員
様
や
来
賓
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
の
皆
様
の
前
で
、
華
や

か
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
て

大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

年
も
引
き
続
き
、
更
に

充
実
し
た
活
動
を
考
え
て
お

り
、
２
月
４
日
に
行
わ
れ
る

特
別
月
例
会
で
は
、
世
界
で

活
躍
す
る
ヘ
ア
メ
ー
ク
ア
ッ

プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
計

良
宏
文
先
生
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
、
華
麗
か
つ
世
界
レ

ベ
ル
の
技
術
で
皆
様
を
魅
了

い
た
し
ま
す
。

昨
年
も
、
最
悪
の
経
済
危

機
に
日
本
経
済
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
、
ま
た
政
治
で
は

政
権
交
代
に
よ
り
大
き
な
変

革
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、
何

よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
私
た
ち
の
実
際
の
生
活

に
大
変
な
脅
威
を
も
た
ら
し
、

近
年
稀
に
見
る
波
乱
の
年
で

し
た
。

こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
含
め
、
健
康
面
を
害
す

る
も
の
が
流
行
す
る
と
、
特

に
お
客
様
と
接
す
る
時
間
が

長
い
私
た
ち
美
容
師
に
は
、

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
は
皆
様
に
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
し
て
、
こ

の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。

H
ealth is better than 

w
ealth!

（
健
康
第
一
）

漢
字
四
文
字
に
す
る
と
平

凡
な
言
葉
で
す
が
、
直
訳
す

る
と
、

「
健
康
は
富
（
財
）
よ
り

も
良
い
」
で
す
。

美
容
師
の
仕
事
は
健
康
な

体
に
直
結
し
て
お
り
、
健
康

を
害
す
る
と
一
瞬
に
し
て
仕

事
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
健
康
は
富
（
財
）

よ
り
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、

逆
を
言
え
ば
、
健
康
で
な
け

れ
ば
富
（
財
）
を
成
せ
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
美
容
師
の
仕
事
は
、

今
ま
で
培
っ
た
技
術
の
他
に
、

自
ら
が
健
康
で
あ
る
こ
と
が

必
須
な
の
で
す
。
日
頃
か
ら

気
に
掛
け
て
、
ケ
ア
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
22
年
の
新
春
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
御
祝
辞
を
申
し

上
げ
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
並
び
に
関

係
各
位
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
新
た

な
る
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
当

会
も
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
の
は
、
ひ
と
え

に
東
美
同
組
渡
邉
理
事
長
を

始
め
関
係
役
員
の
方
々
や
、

組
合
員
及
び
当
会
会
員
の
皆

様
方
の
格
別
な
る
ご
理
解
と

ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
は
、
メ
キ
シ
コ
で
発

生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
大
流
行
や
、
北
朝
鮮
に

よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
、

大
物
芸
能
人
の
薬
物
使
用
に

よ
る
逮
捕
な
ど
、
何
か
と
世

間
を
騒
が
す
出
来
事
が
多
い

年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

ん
な
時
こ
そ
、
我
々
美
容
師

の
笑
顔
で
お
客
様
一
人
一
人

の
不
安
を
和
ら
げ
安
心
を
与

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
う

い
っ
た
小
さ
な
積
み
重
ね
が

社
会
を
良
い
方
向
へ
と
導
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
年
も
成
人
式
着
付
関
連

事
業
、
経
営
講
習
会
な
ど
を

通
し
、
会
員
様
並
び
に
組
合

員
様
の
サ
ロ
ン
経
営
の
安
定

化
、
美
容
業
界
全
体
の
発
展

へ
、
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き

ま
す
よ
う
役
員
一
同
、
惜
し

み
な
い
努
力
を
注
い
で
い
き

ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
よ
り
一
層

の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆

様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
て

東
京
美
容
国
民
健
康
保
険
組
合

理
事
長　

因
幡
有

新
年
の
ご
挨
拶

東
京
美
容
家
集
団

会
長　

山
崎
裕
俊

年
頭
所
感

東
京
認
定
美
容
師
会

会
長　

鈴
木
則
子
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株
式
会
社　

モ
ル
ト
ベ
ー
ネ

 
代
表
取
締
役
社
長 

福　

井　

敏　

浩

〒
169-

0051　

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
二
―
二
〇
―
一
五

 

〇
三
―
三
二
〇
八
―
六
〇
〇
〇

株
式
会
社　

ヤ
マ
ノ

 

代
表
取
締
役
会
長 

山

野

彰

英

 

取
締
役
副
社
長 

中

谷

博

俊

 

（
社
長
代
行
） 

〒
151-

0053　

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
―
一
三
―
八

ヤ
マ
ノ
代
々
木
ビ
ル
六
Ｆ

 

〇
三
―
三
三
七
〇
―
〇
二
二
一

日
本
ロ
レ
ア
ル
株
式
会
社

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル　

プ
ロ
ダ
ク
ツ
事
業
本
部

 

副　

社　

長 
 

事
業
本
部
長 

ヴ
ィ
ア
ネ
・
ピ
ヴ
ェ

〒
163-

1071　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
―
七
―
一

新
宿
パ
ー
ク
タ
ワ
ー

 

〇
三
―
六
九
一
一
―
八
一
〇
〇

 

〇
三
―
六
九
一
一
―
八
三
六
九

株
式
会
社　

ア
リ
ミ
ノ

 

代
表
取
締
役
社
長 

田　

尾　

有　

一

〒
161-

0033　

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
一
―
五
―
二
二

 

〇
三
―
三
三
六
三
―
八
二
一
一

滝
川
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
会
長 

滝　

川　

晃　

一

 

代
表
取
締
役
社
長 

滝　

川　

和　

秀

〒
111-

8511　

東
京
都
台
東
区
元
浅
草
三
―
二
―
一

 

〇
三
―
三
八
四
五
―
二
一
一
一
㈹

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長 

吉　

川　

秀　

隆

〒
107-

0052　

東
京
都
港
区
赤
坂
七
―
一
―
一
九

 

〇
三
―
三
四
〇
三
―
二
四
二
七2010年元旦

社
団
法
人　

首
都
高
速
サ
ー
ビ
ス
推
進
協
会

 

会　
　

長 

津　

江　

克　

信

〒
105-

0001　

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
―
一
―
三

磯
村
ビ
ル
五
階

 

〇
三
―
三
五
九
二
―
二
〇
七
一

学
校
法
人　

三
幸
学
園

東
京
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ー
ト
専
門
学
校

 

理 

事 

長 

鳥　

居　

秀　

光

 

校　
　

長 

篠　

原　

陽　

子

〒
113-

0033　

東
京
都
文
京
区
本
郷
三
―
三
七
―
八

 

〇
三
―
五
八
〇
五
―
一
二
五
一

学
校
法
人　

ア
ー
デ
ン
山
中
学
園

厚
生
労
働
大
臣
指
定　

ア
ー
デ
ン
山
中
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

 

理　

事　

長 
 

校　
　
　

長 

ジ
ェ
ー
ム
ス
正
夫
山
中

〒
150-

0001　

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
三
―
一
八
―
四

 
 

〇
三
―
三
四
〇
一
―
一
〇
一
一

 

〇
三
―
三
四
〇
一
―
〇
二
四
四

東
京
マ
ッ
ク
ス
美
容
専
門
学
校

 

校　
　

長 

中　

川　

澄　

大

〒
１４０-

0014　

東
京
都
品
川
区
大
井
一
―
四
八
―
一
一

 

〇
三
―
三
七
七
四
―
一
五
五
一

学
校
法
人　

窪
田
学
園

窪
田
理
容
美
容
専
門
学
校

 

理 

事 

長 

窪

田

多

美

子

 

校　
　

長 

池　

宮　

慧　

泉

〒
164-

8585　

東
京
都
中
野
区
中
野
四
―
一
一
―
一

 

〇
三
―
三
三
八
六
―
六
七
八
九

 

〇
三
―
三
三
八
六
―
一
七
二
三

学
校
法
人　

佐
々
木
学
園

東
京
総
合
美
容
専
門
学
校

 

理　

事　

長

 

学　

校　

長 

佐

々

木

啓

之

〒
171-

0022　

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
二
―
八
―
七

 

〇
三
―
三
九
八
七
―
二
〇
一
一

学
校
法
人　

メ
イ
・
ウ
シ
ヤ
マ
学
園

ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
院
大
学

 

学　
　

長 

山

中

祥

弘

ハ
リ
ウ
ッ
ド
ビ
ュ
ー
テ
ィ
専
門
学
校

 

校　
　

長 

ジ
ェ
ニ
ー
牛
山

〒
106-

8541　

東
京
都
港
区
六
本
木
六
―
四
―
一

六
本
木
ヒ
ル
ズ
ハ
リ
ウ
ッ
ド
プ
ラ
ザ

 

〇
三
―
三
四
〇
八
―
五
〇
二
〇

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
辞
を

申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
自
由
民
主
党
東

京
都
支
部
連
合
会
の
各
種
団

体
協
議
会
の
活
動
に
対
し
、

多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、

都
連
会
長
と
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

先
生
方
の
ご
支
援
に
も
関

わ
ら
ず
、
昨
年
の
衆
議
員
総

選
挙
で
、
自
民
党
は
歴
史
的

な
大
敗
北
を
喫
し
ま
し
た
。

長
年
に
渡
っ
て
政
権
を
担
っ

て
き
た
間
に
推
積
し
た
驕
り

に
よ
っ
て
、
自
民
党
は
国
民

の
皆
様
の
声
と
は
乖
離
し
た

政
治
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
国
民
の
皆
様
は
、

そ
ん
な
自
民
党
に
反
省
を
求

め
た
の
で
す
か
ら
、
今
こ
そ

そ
の
驕
り
を
捨
て
去
り
、
足

元
か
ら
見
つ
め
直
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
民
党
の
再
生
の
第
一
歩

は
、
こ
れ
ま
で
自
民
党
を
支

え
て
き
て
頂
い
た
現
場
の
声

を
聞
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
支
援
者
の
方
々
の

ご
意
見
を
党
の
運
営
に
活
か

し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
私
は
そ
の
責
任

者
の
、
今
回
新
設
さ
れ
た
組

織
運
動
本
部
長
の
職
を
拝
命

し
ま
し
た
。
全
国
を
く
ま
な

く
歩
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を

拝
聴
し
、
そ
れ
を
党
の
再
生

へ
と
つ
な
げ
る
た
め
、
先
頭

に
立
っ
て
活
動
し
て
い
く
覚

悟
で
す
。
引
き
続
き
ま
し
て

の
ご
支
援
を
、
何
卒
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

渡
邉
志
雄
理
事
長
を
中
心
に
、

東
京
都
美
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
先
生
方
の
今
年

一
年
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
し
い
年
の
幕
開
け
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
渡

邉
志
雄
理
事
長
は
じ
め
、
東

京
都
美
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
の
諸
先
生
に
は
、
い
つ
も

ご
厚
誼
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
力
強
い
ご
支
援

の
お
か
げ
さ
ま
で
、
逆
風
下

の
都
議
選
を
戦
い
抜
き
、
現

在
、
都
議
会
自
民
党
政
務
調

査
会
長
と
し
て
、
都
政
の
最

前
線
で
働
か
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

皆
様
の
お
仕
事
は
、
都
民

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、「
晴
れ
の
日
」
に

は
美
し
く
な
る
こ
と
で
自
信

と
明
る
さ
を
与
え
て
下
さ
り
、

さ
ら
に
、
組
合
と
し
て
も
公

衆
衛
生
の
維
持
、
向
上
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
社
会
に

ご
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

都
政
の
課
題
は
山
積
し
て

お
り
ま
す
が
、
ご
要
望
や
ご

意
見
を
伺
い
、
今
年
も
精
一

杯
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご

指
導
の
程
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
諸
先
生

の
益
々
の
ご
活
躍
と
一
層
の

ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
を

推
進
す
る
東
京
都
の
関
係
団

体
（
東
京
都
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
）は
、

活
動
の
重
点
分
野
の
一
つ
と

し
て
、
中
小
企
業
に
お
け
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
を
行
う

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
業
界
別
に
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
は
美
容
業
界
が
選
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
組
合
と
し
て
協

力
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

推
進
セ
ン
タ
ー
当
局
は
各

美
容
室
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
上
の
共
通
課
題
を
見
つ

け
、対
応
策
を
ま
と
め
た「
省

エ
ネ
テ
キ
ス
ト
」を
作
成
し
、

そ
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
て

組
合
員
さ
ん
向
け
に
研
修
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

組
合
員
さ
ん
に
は
、
先
々

こ
の
研
修
会
に
参
加
し
て
省

エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
の
が
目
的
で
す
。
し
か
し
、

研
修
会
の
開
催
ま
で
に
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
組
合
員

へ
の
周
知
、
会
場
手
配
等
の

作
業
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
作
業
は
組
合
が
お

手
伝
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
組
合
員
さ
ん
の

一
部
の
方
々
に
ご
協
力
を
頂

く
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
の
節
は
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
で
は
、
盲
導
犬
訓
練

施
設
の
連
合
体
で
あ
る
全
国

盲
導
犬
施
設
連
合
会
よ
り
、

盲
導
犬
育
成
に
つ
い
て
支
援

し
て
欲
し
い
と
の
依
頼
を
受

け
、
先
の
理
事
会
で
諮
り
協

力
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

盲
導
犬
育
成
事
業
の
運
営

は
、
そ
の
大
部
分
が
一
般
の

方
か
ら
の
寄
付
や
募
金
に
支

え
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で

す
。
最
近
は
多
く
の
企
業
等

も
本
業
の
傍
ら
、
こ
う
し
た

社
会
的
事
業
に
協
力
し
て
い

ま
す
。
零
細
と
は
言
え
、
私

た
ち
美
容
経
営
者
も
微
力
な

が
ら
社
会
貢
献
す
る
こ
と
で

豊
か
な
心
を
育
み
た
い
も
の

で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
盲
導
犬

育
成
支
援
の
「
全
国
盲
導
犬

基
金
」
募
金
箱
の
設
置
に
つ

い
て
是
非
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
の
お
申
し
込

み
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
紙
送
付
の
ダ
イ
レ
ク
ト
便

に
同
封
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
下
さ
い
。

年
頭
所
感

都
議
会
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
長

都
議
会
議
員　

服
部
ゆ
く
お

「
省
エ
ネ
研
修
会
」の
お
手
伝
い

盲
導
犬

募
金
箱
の
設
置

基　

金

年
頭
所
感

自
由
民
主
党
東
京
都
支
部
連
合
会
会
長

衆
議
員
議
員　

石
原
伸
晃

地球を救おう、弱者に愛を
２つの社会事業に協力しましょう
♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥
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全
国
大
会
の
登
竜
門
と
し

て
す
っ
か
り
定
着
し
た
感
の

あ
る
ガ
ラ
・
ド
。
今
年
は
６

月
15
日
（
火
）
に
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
先
頃
開
催
の
実
行
委

員
会
で
、
運
営
全
般
に
わ
た

っ
て
詰
め
の
協
議
が
行
わ
れ
、

運
営
要
領
、
進
行
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
競
技
規
則
、
選
手
募

集
要
項
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

入
場
券
頒
布
な
ど
の
全
容
が
、

ほ
ぼ
決
定
。
早
速
、
今
月
か

ら
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
選
手
の

募
集
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

選
手
募
集
に
あ
た
っ
て
は
、

昨
年
好
評
だ
っ
た
早
期
申
込

者
に
対
す
る
出
場
料
割
引
の

特
典
を
今
年
も
引
き
続
き
設

け
ま
し
た
。
出
場
す
る
若
い

選
手
に
と
っ
て
、
出
場
料
の

負
担
軽
減
は
う
れ
し
い
話
。

出
来
る
だ
け
多
く
の
方
々
に

出
場
す
る
機
会
を
与
え
よ
う

と
苦
心
し
た
実
行
委
員
会
の

企
画
で
す
。

ガ
ラ
・
ド
全
体
の
内
容
は
、

例
年
ど
お
り
、
コ
ン
ク
ー
ル

を
メ
イ
ン
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
、
商
社
展
示
即
売
会
、

抽
選
会
な
ど
で
構
成
、
運
営

さ
れ
ま
す
。

今
年
の
ガ
ラ
・
ド
の
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
昨
年
に
続

き
、
早
め
に
出
場
申
込
み
す

る
方
に
、
出
場
料
の
50
％
又

は
25
％
の
割
引
を
実
施
し
ま

す
。
出
場
す
る
と
な
る
と
何

か
と
経
費
も
か
さ
み
ま
す
か

ら
、
こ
れ
で
負
担
が
軽
く
な

り
ま
す
。
こ
の
特
典
を
生
か

し
て
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
賞
す
る
と
、
例
年
ど
お

り
賞
状
と
賞
金
が
、
優
勝
者

に
は
都
知
事
賞
が
贈
呈
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
競
技

で
は
、
上
位
入
賞
者
に
全
国

大
会
へ
の
出
場
権
を
付
与
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て

全
国
へ
挑
戦
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

出
場
の
要
領
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
期
日
、
会
場
等
、

ガ
ラ
・
ド
全
体
の
内
容
は
別

掲
の
関
連
記
事
で
ご
確
認
下

さ
い
）

競
技
種
目

①
サ
ロ
ン
ス
タ
イ
リ
ン
グ

 

〝
カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
〞

（
人
体
競
技
）

②
カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
（
ウ
イ

ッ
グ
競
技
）

③
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン（
ウ
イ
ッ
グ
競
技
）

④
ま
と
め
髪
（
ウ
イ
ッ
グ
競

技
）

⑤
中
振
袖
着
付
（
人
体
競

新
規
組
合
加
入
促
進
は
も

と
よ
り
、
組
織
の
中
か
ら
組

合
に
対
し
て
の
意
識
改
革
を

し
、
内
か
ら
外
に
広
げ
る
た

め
の
切
り
口
と
し
て
も
活
用

し
て
欲
し
い
と
、
全
美
連
が

作
成
し
た
加
入
促
進
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
す
。
本
紙
に
同
封

し
ま
し
た
の
で
組
合
員
の
皆

さ
ん
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

技
）

⑥
留
袖
着
付
（
ボ
デ
ィ
競

技
）

出
場
資
格

東
美
同
組
に
加
盟
し
て
い

る
美
容
室
に
勤
務
す
る
美
容

師
免
許
の
あ
る
人

出
場
料

①
⑤
は
６
，
０
０
０
円
、

②
③
④
⑥
は
４
，
０
０
０
円

但
し
、
申
込
時
期
に
よ
り

左
記
の
通
り
割
引
い
た
し
ま

す
。

☆
申
込
締
切
日
の
２
ヶ
月
前

（
平
成
22
年
２
月
15
日
）

ま
で
に
申
込
み
し
た
場
合
、

既
定
の
出
場
料
か
ら
50
％

分
の
金
額
を
割
引
い
た
し

ま
す
。

☆
申
込
締
切
日
の
１
ヶ
月
前

（
平
成
22
年
３
月
15
日
）

ま
で
に
申
込
み
し
た
場
合
、

既
定
の
出
場
料
か
ら
25
％

分
の
金
額
を
割
引
い
た
し

ま
す
。

申
込
み

出
場
申
込
書
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
出
場
料
を

添
え
て
組
合
本
部
ま
で
お
申

込
み
下
さ
い
。

締
め
切
り

平
成
22
年
４
月
15
日（
木
）

※
但
し
、
定
員
（
30
名
）
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
先

東
京
都
美
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
本
部

渋
谷
区
代
々
木
１

－

56

－

４

　

美
容
会
館
１
階

問
合
せ
先
電
話

０
３（
３
３
７
０
）２
１
３
１

そ
の
他

出
場
者
が
定
数
（
最
少
数

10
名
）
に
満
た
な
い
場
合
、

そ
の
競
技
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

１
月
12
日
（
火
）、
新
宿
・

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い

て
組
合
の
新
年
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
本
部
事
務
局

業
務
を
終
日
休
止
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

第第
5252
回
ガ
ラ
・
ド
・
ラ
・
コ
ワ
フ
ュ
ー
ル

回
ガ
ラ
・
ド
・
ラ
・
コ
ワ
フ
ュ
ー
ル

定
着
し
た
全
国
大
会
の
登
竜
門

選
手
募
集
始
ま
る

早
期
申
込
に
割
引

６／
15
㈫

中野サンプラザホール

期　

日　

 

平
成
22
年
６
月
15
日（
火
）

会　

場　

 

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

入
場
料　

２
、５
０
０
円

主　

催　

 

東
京
都
美
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

後　

援　

東
京
都（
予
定
）

協　

賛　

東
京
都
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
プ
ラ
イ
協
同
組
合（
予
定
）

　
　
　

東
京
美
容
家
集
団（
予
定
）

　
　
　

東
京
認
定
美
容
師
会（
予
定
）

内　

容　

① 
美
容
技
術
コ
ン
ク
ー
ル（
６
種
目
）

　
　
　
　

② 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
抽
選
会
・シ
ョ
ー
ス
テ
ー
ジ
ほ
か
）

　
　
　
　

③
商
品
展
示
・
販
売

コンクール

本部事務局
業 務 休 止

お
知
ら
せ

そんな京都で

「トップマスターズモード発表会」
日　時　２月 16日（火）開演 14：00

会　場　京都会館第 1ホール

　　　　京都市左京区岡崎最勝寺 13

参加費　全美講メンバー 2,000円　ビジター 6,000円

創作メンバー

ヘア ヒロコ勝沼

内山勇一郎

秋山　幸子

福永　茂輝

八木　英一

帯結び 新井米子

生島雅世子 大住洋子

井達登美子 香ノ木みはる

高井やすみ 芝原ミサコ

株
式
会
社　

ム
ツ
ナ
ミ

 
代
表
取
締
役
社
長 

下　

山　

俊　

幸

〒
123-
0851　

東
京
都
足
立
区
梅
田
六
―
一
八
―
一
二

 

〇
三
―
三
八
八
九
―
六
二
七
三

株
式
会
社　

ミ
ル
ボ
ン

 

代
表
取
締
役
社
長 

佐　

藤　

龍　

二

〒
534-

0015　

大
阪
市
都
島
区
善
源
寺
町
二
―
三
―
三
五

 

〇
六
―
六
九
二
八
―
二
三
三
一

株
式
会
社　

ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー

 

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長 

五

十

嵐

祥

剛

〒
151-

0053　

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
三
―
一
―
一
〇

 

〇
一
二
〇
―
六
六
―
三
〇
六
六

株
式
会
社　

フ
ジ
シ
ン

 

代
表
取
締
役
社
長 

遠　

藤　

一　

徳

□
青
山
本
社　

〒
150-

0001　

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
五
―
四
七
―
一

 

〇
三
―
三
四
〇
〇
―
六
六
八
八
㈹

株
式
会
社　

ガ
モ
ウ

 

代
表
取
締
役
社
長 

美　

濃　

部　
　

徹

〒
107-

0062　

東
京
都
港
区
南
青
山
六
―
一
三
―
二
三

 

〇
三
―
五
七
七
四
―
〇
〇
九
五

 

〇
三
―
五
七
七
四
―
〇
〇
九
六

http : //w
w
w
. gam

o. co. jp

株
式
会
社　

き
く
や
美
粧
堂

 

代
表
取
締
役 

増　

保　

憲　

一

〒
150-

0021　

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
西
一
―
一
三
―
七

 

〇
三
―
三
四
九
六
―
六
七
五
五2010年元旦

貸
衣
裳
か
わ
ぐ
ち

 

代　
　

表 

髙

桑

博

光

〒
140-

0014　

東
京
都
品
川
区
大
井
一
―
一
一
―
一

大
井
西
銀
座
ビ
ル
３
Ｆ

 
 

〇
三
―
三
七
七
七
―
七
八
一
一

株
式
会
社　

メ
イ
セ
イ

 

代
表
取
締
役 

杉　

村　
　
　

博

〒
334-

0056　

埼
玉
県
川
口
市
峯
九
八
五

 

〇
四
八
―
二
九
四
―
一
〇
三
一

フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長 

伊　

江　

邦　

男

〒
160-

0022　

東
京
都
新
宿
区
新
宿
五
―
五
―
三

 

〇
三
―
三
三
五
二
―
二
八
三
五
（
大
代
表
）

総
合
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
美
容
用
品
卸

株
式
会
社　

マ
ス
ダ
増

 

代
表
取
締
役
社
長 

増　

田　

秀　

司

〒
103-

0003　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
横
山
町
七
―
五

 

〇
三
―
三
六
六
四
―
七
六
五
一
㈹

株
式
会
社　

サ
ン
ム
ラ
ー

 

代
表
取
締
役 

大　

橋　

敏　

子

〒
111-

0042　

東
京
都
台
東
区
寿
一
―
一
七
―
一
一

 

〇
三
―
三
八
四
五
―
四
一
六
五

リ
ア
ル
化
学
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役 

岩　

崎　

彰　

宏

〒
170-

0005　

東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
三
―
三
七
―
五

 

〇
三
―
三
九
八
六
―
一
六
五
一

 

〇
三
―
三
九
八
七
―
六
五
三
九

有
限
会
社　

は
と
り

 

代
表
取
締
役 

羽

鳥　
　

勉

〒
948-

0031　

新
潟
県
十
日
町
市
山
本
町
八
〇
七
―
九

 

〇
二
五
―
七
五
七
―
八
九
〇
六

 

〇
二
五
―
七
五
二
―
五
二
一
六

全美連作成
組合加入促進
パンフレット

（２種類）
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経
営
講
習
会

●
サ
ロ
ン
経
営
者
必
聴
！

日　

時　

 

３
月
11
日（
木
）

午
後
７
時
〜

場　

所　

 

美
容
会
館
９
階

Ｔ
Ｂ
ホ
ー
ル

受
講
料　

無
料

講　

師　

社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　

久
松
徹
雄　

先
生

　
　
　
　

 
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
技
術
専
門
員

　
　
　
　

常
慶
隆
一　

先
生

内　

容　
① 

改
正
労
働
基
準
法
と
助

成
金

② 

美
容
業
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策

福
祉
美
容
特
別
研
修
会

● 

高
齢
者
の
お
客
様
に
セ
ッ

ト
椅
子
で
で
き
る　

リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

日　

時　

 

３
月
18
日（
木
）

午
後
７
時
〜

場　

所　

 

美
容
会
館
９
階

Ｔ
Ｂ
ホ
ー
ル

受
講
料　

無
料

講　

師　

 

美
容
室「
ウ
ィ
ズ
」

代
表

浅
倉
正
人　

先
生

内　

容
頭
か
ら
心
と
身
体
を
癒
す

テ
ク
ニ
ッ
ク
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

日　

時　

２
月
９
日
（
火
）・
16
日
（
火
）

　
　
　
　

AM
９

：

30
〜
PM
４

：

30

場　

所　

美
容
会
館
２
Ｆ　
「
会
議
室
」

相
談
料　

無
料

※ 

詳
し
く
は
本
紙
送
付
の
ダ
イ
レ
ク
ト
便
同

封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

講習・研修会のご案内
受講のお申込みは下記へ

TEL０３（３３７０）２１３１　FAX０３（３３７９）０１６０

３月９日㈫に例年通り
特別教養講座を実施し
ます

※詳しくは本紙送付のダイレ
クト便同封のチラシをご覧
下さい。

東京認定美容師会
からのお知らせ

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

田
中
裕
幸
さ
ん（八

王
子
支
部
）

（
平
成
21
年
11
月
30
日
）

佐
藤
マ
サ
子
さ
ん（豊

島
支
部
）

（
平
成
21
年
12
月
４
日
）

藤
本
早
苗
さ
ん

（
品
川
支
部
・
大
井
）

（
平
成
21
年
12
月
５
日
）

税理士
による

税
務
相
談
会

税
務
相
談
会

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
（
細
木
良

昭
ブ
ロ
ッ
ク
長
）
で
は
、
11

月
18
日
（
水
）、「
増
収
を
は

か
る
プ
ラ
ス
ワ
ン
メ
ニ
ュ

ー
」
と
題
し
て
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

会
場
の
美
容
会
館
９
階
に

は
、
開
会
時
間
７
時
前
か
ら

大
勢
の
組
合
員
や
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

先
ず
２
つ
の
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
提
案
が
あ
っ
て
、
１
つ

は
「
ヘ
ッ
ド
ス
パ
」、
も
う

１
つ
は
「
次
世
代
の
ヘ
ア
カ

ラ
ー
」
の
成
功
例
や
ス
ラ
イ

ド
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
。
そ

の
後
は
、
当
日
の
メ
イ
ン
で

あ
る
全
美
講
最
高
幹
部
の
福

元
和
見
先
生
を
お
迎
え
し
て

の
ま
と
め
髪
と
着
付
。
誰
が

見
て
も
「
き
れ
い
」
と
感
じ

る
着
付
や
ま
と
め
髪
を
短
時

間
の
う
ち
に
素
晴
ら
し
い

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
福
元
先
生

は
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ

ど
の
熱
の
入
れ
よ
う
で
、
受

講
者
も
感
心
し
き
り
。
な
お
、

当
日
の
助
手
は
、
10
月
20
日

の
全
国
大
会
で
中
振
袖
競
技

に
入
賞
し
た
伊
藤
智
美
さ
ん

で
し
た
。

昨
年
の
11
月
16
日（
月
）夜
、

町
田
支
部
（
大
森
康
子
支
部

長
）
は
、
厚
生
部
活
動
の
一

環
と
し
て「
落
語
を
聞
く
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
お
客
様
へ
の
感

謝
を
こ
め
て
、 

各
部
員
さ
ん

の
店
の
お
客
様
を
無
料
で
ご

招
待
す
る
こ
の
会
も
今
回
２

度
目
と
な
り
ま
す
。
町
田
フ

ォ
ー
ラ
ム
会
場
（
１
８
８
名

収
容
）が
、
ほ
ぼ
満
員
の
中
、

桂
平
治
師
匠
と
三
遊
亭
小
曲

さ
ん
２
人
の
噺
家
さ
ん
に
落

語
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

日
ご
ろ
あ
ま
り
落
語
を
聞

く
事
な
ど
な
い
皆
様
だ
と
思

い
ま
す
が
、
大
笑
い
の
大
盛

況
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

美
容
師
さ
ん
は
美
容
室
と

い
う
舞
台
の
中
で
、
時
に
は

噺
家
さ
ん
顔
負
け
の
口
舌
を

披
露
す
る
立
場
で
す
が
、
こ

の
日
は
す
っ
か
り
笑
わ
せ
て

も
ら
う
側
に
な
っ
て
、
ス
ト

レ
ス
発
散
？
お
ま
け
に
笑
…

は
免
疫
力
を
高
め
る
作
用
も

あ
る
と
か
…
こ
れ
で
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
心
配
も
な

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
？

石
神
井
支
部
（
渡
辺
ト
シ

子
支
部
長
）
で
は
、
さ
る
11

月
17
日
（
火
）
か
ら
、
福
島

県
・
会
津
若
松
へ
一
泊
旅
行

を
開
催
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
小
雨
降
る
中
、

バ
ス
で
最
初
の
見
学
場
所
、

大
内
宿
へ
向
か
い
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
古
民
家
を
見
た

り
、
散
策
し
た
り
と
、
い
に

し
え
の
風
情
に
浸
り
、
名
物

の
ね
ぎ
蕎
麦
も
賞
味
。
そ
の

後
、
自
然
の
景
観
が
美
し

い
「
塔
の
へ
つ
り
」
を
見
学

し
て
、
宿
泊
地
の
芦
の
牧
温

泉
へ
向
か
い
ま
し
た
。
ゆ
っ

く
り
と
湯
に
浸
か
っ
た
後
は
、

宴
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ

て
初
日
が
終
わ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
大
河
ド
ラ
マ

の
舞
台
と
な
っ
た
会
津
若
松

城
を
見
学
。
飯
盛
山
で
は
、

白
虎
隊
の
説
明
に
、
皆
さ
ん

胸
を
打
た
れ
た
様
子
。
そ
し

て
、
み
ぞ
れ
降
る
中
、
五
色

沼
な
ど
を
見
て
、
２
日
分
の

お
土
産
を
両
手
に
持
っ
て
皆

さ
ん
大
満
足
で
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。

「
落
語
を
聞
く
会
」開
催

大
笑
い
、
大
盛
況
！

会
津
へ
一
泊
旅
行
楽
し
む

芦
の
牧
で〝
湯
っ
く
り
〞

「
増
収
を
は
か
る
プ
ラ
ス

ワ
ン
メ
ニ
ュ
ー
」講
習
会
開
く

町
田
支
部

石
神
井
支
部

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

中
央
ブ
ロ
ッ
ク

株
式
会
社　

理
美
容
流
通
新
聞
社

サ
ロ
ン
流
通
新
聞

 
代
表
取
締
役 

浅　

利　

巨　

志

〒
１６９-
0073　

東
京
都
新
宿
区
百
人
町
一
―
一
〇
―
三

 
 

〇
三
―
三
三
六
五
―
三
六
九
一

 

〇
三
―
三
三
六
五
―
三
七
八
八

■
月
刊
Ｎ
Ｈ「
エ
ヌ
エ
イ
チ
」■
全
国
理
美
容
新
聞

サ
ロ
ン
ニ
ュ
ー
ズ
マ
ガ
ジ
ン
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長 

蔭　

地　

茂　

規

東
京
支
局　

〒
101-

0054　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
二
―
五
―
九

神
田
カ
ト
ラ
ン
ビ
ル
三
Ｆ

 

〇
三
―
五
二
八
一
―
三
〇
七
〇

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社　

オ
ー
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
社

 

代
表
取
締
役
社
長 

雨　

宮　

愼　

一

〒
150-

0044　

東
京
都
渋
谷
区
円
山
町
一
五
―
四

Ｋ
２
ビ
ル
３
Ｆ

 

〇
三
―
三
四
七
六
―
三
一
〇
一

 

〇
三
―
三
四
七
六
―
三
一
〇
三

新
美
容
出
版
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長 

長　

尾　

明　

美

〒
106-

0031　

東
京
都
港
区
西
麻
布
一
―
十
一
―
十
二

 

〇
三
―
五
七
七
〇
―
一
二
三
〇

 

〇
三
―
五
七
七
〇
―
一
二
〇
一

株
式
会
社　

百
日
草

 

代
表
取
締
役
社
長 

太　

田　

昌　

孝

〒
170-

0002　

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
一
―
三
四
―
七

 

〇
三
―
三
九
四
一
―
八
一
五
一

 

〇
三
―
三
九
四
一
―
八
一
五
八

理
美
容
教
育
出
版
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長 

栁　

田　

照　

穂

〒
111-

0053　

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
三
―
二
八
―
一
三

 

〇
三
―
三
八
六
一
―
七
四
二
一2010年元旦

株
式
会
社　

ヒ
カ
リ

 

代
表
取
締
役
社
長 

髙　

橋　

一　

芳

〒
173-

0037　

東
京
都
板
橋
区
小
茂
根
一
―
三
二
―
一
六

 

〇
三
―
三
九
七
三
―
一
六
二
六

パ
シ
フ
イ
ッ
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役 

渥　

美　

和　

弘

〒
113-

0033　

東
京
都
文
京
区
本
郷
一
―
二
二
―
三

 

〇
三
―
三
八
一
六
―
二
一
三
一

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社

 

取
締
役
社
長 

佐　

藤　

義　

雄

〒
104-

8430　

東
京
都
中
央
区
築
地
七
―
一
八
―
二
四

 

〇
三
―
五
五
五
〇
―
一
一
〇
〇

日
本
興
亜
損
害
保
険
株
式
会
社

 

取
締
役
社
長 

兵

頭　
　

誠

〒
100-

8965　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
―
七
―
三

 

〇
三
―
三
五
九
三
―
三
一
一
一

菅
原
印
刷
株
式
会
社

 

会　
　

長 

菅　

原　

俊　

一

〒
111-

0051　

東
京
都
台
東
区
蔵
前
三
―
一
五
―
一

エ
ス
ピ
ー
ビ
ル

 
 

〇
三
―
五
六
八
七
―
二
二
一
一
㈹

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ロ
ジ
テ
ム
株
式
会
社

　
　
　
　

関
東
即
配
事
業
部

 

代
表
取
締
役
社
長 

大　

内　

純　

一

〒
136-

0075　

東
京
都
江
東
区
新
砂
一
―
五
―
二
九

 

〇
三
―
五
六
三
三
―
八
九
五
五

洗
剤
カ
ッ
ト　

も
も
太
郎

株
式
会
社　

ア
マ
ゾ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス

 

代
表
取
締
役 

三　

住　

勝　

重

〒
212-

0052　

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
古
市
場
二
―
七
四
―
一

 
 

〇
四
四
―
五
五
五
―
二
五
一
一
㈹

 

〇
四
四
―
五
五
五
―
二
二
五
一
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ヘ

ア

◆
ベ
ー
シ
ッ
ク（
基
礎
）カ
ッ
ト

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

　

シ
ザ
ー
ズ
の
持
ち
方
か
ら

ワ
ン
レ
ン
グ
ス
・
レ
イ
ヤ
ー
・

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
基

礎
か
ら
ス
タ
イ
リ
ン
グ
構
成

な
ど
を
指
導
致
し
ま
す
。

（
テ
キ
ス
ト
付
）

日　

時

　

 

平
成
22
年
２
月
９
日
㈫
、

16
日
㈫
、
23
日
㈫
、
３

月
２
日
㈫

　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

受
講
料

　

M 

１
２
、０
０
０
円

　

S 

１
４
、０
０
０
円

　

V 

１
６
、０
０
０
円

◆
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
ト
コ
ー
ス

（
応
用
・
中
級
コ
ー
ス
）

　

①
カ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
方
法
②
サ
ロ
ン
ス
タ
イ
リ

ン
グ
の
基
本
的
デ
ザ
イ
ン
③

毛
量
調
整
の
数
種
類
な
ど
を

指
導
致
し
ま
す
。

日　

時

　

 

平
成
22
年
３
月
16
日
㈫
、

23
日
㈫
、
30
日
㈫

　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

受
講
料

　

M 

１
２
、０
０
０
円

　

S 

１
３
、５
０
０
円

　

V 

１
５
、０
０
０
円

着

付

◆
Ａ
コ
ー
ス
町
着（
つ
む
ぎ・小
紋
）

　

つ
む
ぎ
・
小
紋
の
着
付
・

名
古
屋
帯
、
ポ
イ
ン
ト
柄
の

決
め
方
な
ど
内
容
充
実
の
講

習
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日　

時

　

平
成
22
年
２
月
18
日
㈭
、

３
月
11
日
㈭
、
18
日
㈭

　

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

受
講
料

　

M 

１
６
、０
０
０
円

　

S 

１
８
、５
０
０
円

　

V 

２
１
、０
０
０
円

◆
創
作
帯
結
び

　

全
日
本
美
容
講
師
会
２
月

16
日
発
表
の
創
作
帯
結
び
を

勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

日　

時

　

平
成
22
年
３
月
11
日
㈭

　

午
後
６
時
30
分
〜９

時
30
分

受
講
料

　

M 

５
、０
０
０
円

　

S 

６
、０
０
０
円

　

V 

７
、０
０
０
円

販
売
品
の
お
知
ら
せ

◆
Ｔ
Ｂ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ザ
ー

　
〝
テ
ク
ニ
カ
〞

　

伝
統
あ
る
研
磨
技
術
に
よ

り
、
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
を
実

現
し
た
シ
ザ
ー
で
す
。

定　

価 

各
３
９
、９
０
０
円

種　

類 

・
ス
ト
レ
ー
ト　

 

・
エ
フ
ェ
ク
ト　

 

・
セ
ニ
ン
グ　
　

◆
着
付
用
ボ
デ
ィ

価　

格 

３
３
、６
０
０
円

内　

容　

腕
な
し
、
軽
量
、

足
の
部
分
は
取
外
し
可
能

で
持
ち
運
び
に
便
利
で
す
。

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
事
務
局
に
ま
で

〒
１
５
１
―
０
０
５
３

渋
谷
区
代
々
木
１
―
56
―
４

東
京
美
容
家
集
団

☎
０
３・３
３
７
９・０
５
５
５

泫
受
講
料
に
つ
い
て

M
＝
Ｔ
Ｂ
Ａ
会
員

S
＝
Ｔ
Ｂ
Ａ
会
員
の
店

の
従
業
員

V
＝
ビ
ジ
タ
ー

各
種
実
技
講
習
会
の
お
知
ら
せ

日時：２月４日㈭午後７時予定
会場：美容会館９階ＴＢホール
入場料：会員無料、ビジター3,000円２月特別月例会

★講　師：計良 宏文（けら ひろふみ）
★テーマ：計良宏文が自らを紐解きそして魅了する「最先端が計良である理由」

　（都合により内容が一部変更になる場合がございます。）

★問合せ：東京美容家集団（TBA）事務局へ TEL：03（3379）0555
【計良宏文プロフィール】
●資生堂ヘアクリエーティブディレクター
●インターコワフュールジャパン（世界美容家協会）会員
●ヘアメーキャップスクールSABFA講師
● 2009/7月　女性モード社よりDVD「Master’s Creation～作
品づくりと構成力」を発売
●JHA（Japan Hairdressing Awards）2009年グランプリ受賞
　 　最新のヘア技術を取り入れたヘアスタイルを創作発表し、プ
ロフェッショナル向けのヘアショーやセミナー講師を数多くこ
なす。現在、資生堂「TSUBAKI」のビューティーディレクター
として、蒼井優、仲間由紀恵をはじめ、多くの女優のヘア＆メー
キャップを行う。

好評発売中！好評発売中！
美容サロン向け　美容サロン向け　就業規則作成マニュアルCD就業規則作成マニュアルCD

価格 2,100 円価格 2,100 円
お問い合わせは組合本部　03（3370）2131　までお問い合わせは組合本部　03（3370）2131　まで

平成21年
12月1日現在

被保険者数
30,594人

 
事業主組合員

4,561人

従業員組合員
17,673人

同一世帯家族
8,360人

　

保
険
料
と
し
て
、
総
所
得

額
、
退
職
所
得
額
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
分
の
確

定
申
告
等
の
際
に
、
平
成

二
十
一
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
「
保
険
料
納
入
証
明

書
」
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、

当
組
合
ま
で
、
電
話
で
お
申

し
出
下
さ
い
。

※
お
申
し
出
の
際
に
、
保
険

証
の
記
号
番
号
、
氏
名
、

送
り
先
住
所
を
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

※
発
行
手
数
料
は
無
料
で
す
。 　

自
分
や
家
族
の
病
気
や
ケ

ガ
で
、
一
年
間
に
支
払
っ
た

医
療
費
を
、
次
の
算
式
に
あ

て
は
め
、
算
出
し
た
額
を
、

医
療
費
控
除
と
し
て
、
確
定

申
告
の
際
に
、
所
得
か
ら
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
保
険
料
納
入

　

証
明
書
」

　
　

発
行
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
と

　
　
　

医
療
費
控
除

医療費控除額の計算方法
※１ ※２

その年中に
支払った
医療費

－ 保険金などで
補てんされる金額 ＝ Ａ

（１/１～12/31）

Ａ －
10万円または
所得金額の５％

（どちらか少ない額）
＝ 医療費控除額
（最高200万円）

※
１

・
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
に

よ
る
診
療
費

・
治
療
に
必
要
な
医
薬
品
の

購
入
費

・
入
院
に
伴
う
費
用

・
診
察
を
受
け
る
た
め
の
通

院
費

・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

鍼
灸
師
に
よ
る
施
術
代

・
在
宅
診
療
の
費
用

・
診
療
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
義
手
・
義
足
・
松
葉

杖
・
義
歯
な
ど
の
購
入
費

※
２

・
保
険
料
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
と
は
、
国
保
組

合
や
生
命
保
険
か
ら
の
給

付
金
（
医
療
費
、
入
院
手

当
金
、
出
産
育
児
一
時
金

等
）
や
、
医
療
費
の
補
て

ん
を
目
的
と
し
て
支
払
を

受
け
る
損
害
賠
償
金
の
こ

と
で
す
。

・
医
療
費
控
除
に
よ
り
軽
減

さ
れ
る
税
額
は
、
そ
の
人

に
適
用
さ
れ
る
税
率
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

▼
次
の
よ
う
な
費
用
は
医
療

費
に
な
り
ま
せ
ん
。

⑴
医
師
等
に
対
す
る
謝
礼

⑵
健
康
診
断
や
美
容
整
形
の

費
用

⑶
疾
病
予
防
や
健
康
増
進
な

ど
の
た
め
の
医
薬
品
や
健

康
食
品
の
購
入
費

⑷
治
療
を
受
け
る
た
め
に
直

接
必
要
と
し
な
い
近
視
、

遠
視
の
た
め
の
メ
ガ
ネ
や

補
聴
器
等
の
購
入
費

▼
注
意
事
項

⑴
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
医
師
な
ど
の
領

収
書
等
を
確
定
申
告
書
に

添
付
す
る
か
、
確
定
申
告

書
の
提
出
の
際
に
提
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑵
医
療
費
は
、
実
際
に
支

払
っ
た
も
の
に
限
っ
て
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

未
払
と
な
っ
て
い
る
医
療

費
は
、
実
際
に
支
払
っ
た

年
の
医
療
費
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
各
税
務
署
ま
で
、

お
問
合
せ
下
さ
い
。

理

事

長

因

幡

有

■

副
理
事
長

田

中

保

範

理

事

海

野

鑑

一

〃

細

木

良

昭

〃

風　

戸　

ミ
ツ
子

〃

菅

谷

茂

樹

〃

榎

本

晃

浩

〃

新

野

満

雄

〃

前

東

道

雄

〃

川

野

和

彦

〃

細

井

宏

武

〃

栗

田

英

樹

監

事

浅

川

純

子

〃

小

原

京

二

〃

鶴　

貝　

ト
モ
コ

相

談

役

福

島

好

子

〃

柏

木

欣

哉

組
合
会
議
長

椎　

橋　

全
四
郎

事

務

局

職

員

一

同

謹　賀　新　年
平成22年元旦


